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三
宅
石
庵
(
-
六
六
五
ー
一
七
三

O
)
は
、
懐
徳
堂
の
初
代
学

主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
懐
徳
堂
学
派
は
も
と
よ
り
、
近
世
日

本
思
想
史
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
存
在
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
存
す
る
石
庵
関
係
資
料
は
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
大

阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
図
書
目
録
で
あ
る
、
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目

録
』
（
大
阪
大
学
文
学
部
編
集
・
発
行
、
昭
和
五
十
一
年
）
（
注
1
)
に

は
、
石
庵
の
講
義
の
筆
記
録
で
あ
る
『
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
』

及
び
『
論
語
聞
書
』
（
注
2
)
と
、
『
萬
年
先
生
習
字
帖
』
を
見
出
す
の

み
で
あ
る
。
他
に
は
、
医
学
関
係
の
著
述
で
あ
る
『
医
事
傍
観
』

（
紗
本
・
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
）
、
吉
田
鋭
雄
が
蒐
集
し
た
「
石
庵

先
生
遺
稿
」
（
『
懐
徳
』
十
八
号
所
収
・
昭
和
十
五
年
十
月
・
懐
徳
堂

堂
友
会
刊
）
、
櫻
井
武
次
郎
の
論
考
「
俳
人
泉
石
と
し
て
の
三
宅
石

庵
」
（
『
懐
徳
』
四
十
一
号
所
収
・
昭
和
四
十
五
年
十
月
）
に
、
石

序

懐
徳
堂
文
庫
蔵

『
萬
年
先
生
遺
稿
』

中
国
研
究
集
刊
調
号
（
総

3
2号
）
平
成
十
五
年
六
月
―
—
九
頁

を
め
ぐ
っ
て

庵
の
句
が
集
め
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

学
問
・
為
人
を
直
接
知
り
得
る
よ
う
な
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
懐
徳
堂
研

究
会
で
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
資
料
の
実
見
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
調
査
の
過
程
で
、
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
載
っ
て
い

な
い
、
石
庵
の
詩
文
集
二
種
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、
懐
徳
堂
研
究
に
お

け
る
石
庵
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
新
出
資
料
は
、
ひ
と
ま
ず
外
題
で
掲
げ
れ
ば
、
以
下
の

二
点
で
あ
る
。

①
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
二
巻
一
冊
紗
本

「
昭
和
2
9
.
1
2
.
2
2
受
入
」
、
「
大
阪
大
學
圏
書
之
印
」
の
印
（
注
3
)

寺

門

日

出

男

(1) 



が
あ
り
、
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
作
成
の
時
点
で
既
に
あ
っ
た

は
ず
で
、
当
然
掲
載
さ
れ
て
い
る
筈
の
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か

漏
れ
て
お
り
、
従
っ
て
一
般
に
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
前
掲
吉
田
鋭
雄
「
石
庵
先
生
遺
稿
」
に
は
、
復

刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
は
〈
石
庵
先
生
遺
稿
に
就
い
て
〉
と

題
す
る
序
文
で
、
「
偶
昨
年
春
、
中
井
家
よ
り
懐
徳
堂
並
水
哉
館
遺

書
遺
品
を
寄
進
せ
ら
れ
た
其
の
内
に
、
同
先
生
の
詩
文
雑
稿
若
千

を
獲
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
資
料
は
昭
和
十
四
年
、

中
井
天
生
か
ら
重
建
懐
徳
堂
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

『
中
庸
定
本
』
（
中
庸
錯
簡
説
に
関
わ
る
、
十
五
・
十
六
・
ニ
十
三
・

二
十
四
・
ニ
十
五
章
の
み
を
掲
げ
る
）
、
詩
十
九
首
、
「
算
法
示
蒙
」

と
題
す
る
全
文
八
十
字
の
も
の
か
ら
成
る
。
詩
篇
の
前
に
は
表
紙

が
つ
い
て
い
る
。
左
側
に
行
書
体
で
「
萬
年
先
生
詩
稿
」
と
あ
り
、

竹
山
の
手
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
中
央
に
は
草
書
体
で
「
万
年
詩
稿

ノ
部
五
」
と
、
墨
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
左
側
の
行
書
体
と
は

明
ら
か
に
異
筆
で
、
石
庵
を
「
先
生
」
と
呼
ん
で
い
な
い
こ
と
か

ら
、
息
子
の
春
楼
も
し
く
は
懐
徳
堂
外
部
の
者
が
書
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
五
」
は
巻
数
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
元
の
四
の
字
を

抹
消
し
、
そ
の
右
隣
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
字
が
書
き

加
え
ら
れ
た
時
点
で
は
、
少
な
く
と
も
五
巻
以
上
の
詩
稿
が
存
在

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
詩
稿
ノ
部
」
と
い
う
語
か

ら
考
え
て
、
詩
以
外
の
著
述
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。

巻
頭
に
は
竹
山
撰
「
萬
年
先
生
遺
稿
序
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
序
文
に
は
、
例
え
ば
「
愚
」
↓
「
予
」
の
よ
う
に
、
竹
山
が

朱
筆
で
推
敲
し
た
跡
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
竹
山
が
序
文
を
撰
し

た
も
の
に
は
、
刊
本
・
定
稿
本
い
ず
れ
も
撰
さ
れ
た
年
月
等
が
明
示

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
序
文
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、

未
定
稿
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
竹
山
は
石
庵
の

著
述
を
蒐
集
・
公
刊
す
る
つ
も
り
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
何
等

か
の
事
情
に
よ
っ
て
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
序
文
が
著
さ
れ
た
時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
序
文
の
中

に
「
（
五
井
蘭
洲
の
）
質
疑
の
篇
、
予
嘗
て
之
に
序
を
為
り
」
と
い

う
一
節
が
あ
り
、
ま
た
、
序
文
末
尾
の
署
名
は
「
助
教
中
井
積
善
」

（
傍
点
筆
者
）
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
序
は
『
質
疑
篇
』
の

序
文
が
著
さ
れ
た
明
和
三
年
(
-
七
六
六
）
か
ら
、
竹
山
が
学
主

と
な
っ
た
天
明
二
年
(
-
七
八
二
）
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
序
文
」
を
含
め
、
全
篇
が
竹
山
の
筆
に
よ
る
も
の
（
上
述
「
万

年
詩
稿
ノ
部
」
と
い
う
記
述
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料

と
し
て
の
信
頼
度
は
高
い
。

②
『
観
瀾
先
生
詩
稿
』
一
巻
一
冊
紗
本

新
田
和
子
（
中
井
天
生
の
妹
終
子
の
養
女
）
か
ら
、
昭
和
五
十

(2) 



四
・
五
十
八
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
、
新
田
文
庫
中
の

資
料
で
あ
る
。
こ
の
文
庫
の
資
料
群
は
、
中
井
家
伝
来
の
も
の
と

い
う
こ
と
で
貴
重
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、
寄
贈
の
際
に

書
き
つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
外
題
に
は
、
そ
の
内
容
と
合
致
し

な
い
も
の
が
散
見
す
る
。

詩
二
十
首
と
「
雑
記
」
と
題
す
る
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
全
二

十
五
字
の
短
文
と
、
巻
末
の
「
萬
年
生
日
正
月
十
九
日
所
生
処

三
條
通
御
幸
町
上
ル
丁
」
と
い
う
記
述
か
ら
成
る
。
外
題
に

従
う
な
ら
ば
、
②
は
石
庵
の
弟
・
三
宅
観
瀾
の
詩
集
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
だ
が
、
②
の
詩
の
内
十
八
首
が
、
若
干
の
文
字
の
異
同
は

あ
る
も
の
の
、
①
所
収
の
も
の
と
重
複
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

ゅ

「
中
井
誠
之
（
梵
庵
）
前
日
播
磨
州
に
之
き
て
未
だ
帰
ら
ず
」
と

い
う
題
の
詩
が
あ
り
、
作
者
が
中
井
梵
庵
と
親
し
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
「
難
波
客
居
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
故

郷
を
離
れ
て
大
坂
に
住
ん
だ
経
験
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等

か
ら
、
こ
れ
ら
は
石
庵
の
作
で
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

「
観
瀾
」
と
誤
っ
た
理
由
は
、
同
書
に
内
題
が
無
か
っ
た
こ
と
と
、

②
の
み
に
採
ら
れ
て
い
る
詩
に
「
兄
を
夢
む
」
と
題
す
る
詩
が
あ

り
、
題
の
下
に
小
字
で
「
観
瀾
先
生
」
と
注
記
が
あ
っ
た
こ
と
に

因
る
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
『
観
瀾
集
』
（
注
4
)
に
は
、
「
兄
を
夢
む
」

詩
は
採
ら
れ
て
い
る
が
、
①
・
②
に
共
通
す
る
十
八
首
は
載
っ
て
い

な
い
。
お
そ
ら
く
、
同
詩
は
②
を
筆
写
し
た
人
物
、
も
し
く
は
②

こ
れ
に
拠
れ
ば
、

石
庵
が

「
俳
諧
を
善
く
」
し
て
い
た
と
い
う
説

の
元
と
な
っ
た
紗
本
を
作
成
し
た
人
物
が
、

作
品
と
考
え
て
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

石
庵
に
関
係
の
深
い

西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
は
、
懐
徳
堂
学
派
研
究
の
最
も
基
本

的
な
文
献
で
あ
る
が
、
石
庵
に
つ
い
て
は
「
著
述
を
好
ま
ず
」
（
上

巻
三
十
二
頁
）
、
「
詩
文
に
長
ぜ
ず
」
（
同
）
と
述
べ
て
お
り
、
漢

文
に
よ
る
著
述
は
得
手
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
俳
諧
を
善
く
」
（
同
）

す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
掲
櫻
井
武
次
郎

「
俳
人
泉
石
と
し
て
の
三
宅
石
庵
」
に
拠
れ
ば
、
石
庵
の
作
句
活

動
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
元
禄
末
年
に
限
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
櫻
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
体
、
彼
は
句
作
に
対
し
て
は
余
り
熱
心
で
は
な
く
、
交
際

の
上
か
ら
、
当
然
入
集
し
て
よ
か
り
そ
う
な
讃
岐
や
大
坂
の
俳

書
に
、
彼
の
名
の
見
え
ぬ
こ
と
は
屡
々
で
あ
っ
た
。
「
も
と
は
俳

か
い
士
じ
ゃ
げ
な
」
と
、
石
庵
に
つ
い
て
述
べ
る
秋
成
の
言
（
『
胆

大
小
心
録
』
）
は
、
当
然
、
肯
ん
じ
ら
れ
ず
、
「
泉
石
（
筆
者
注
~

石
庵
の
俳
号
）
は
何
が
し
の
鴻
儒
、
俳
句
を
も
玩
ば
れ
て
此
戯

れ
有
し
と
ぞ
」
と
い
う
『
続
今
宮
草
』
が
最
も
真
に
近
い
。

(3) 



は
、
当
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
（
注
5
)
を
見
る
限
り
、
「
詩
文
に
長
ぜ

ず
」
と
い
う
評
価
に
つ
い
て
も
、
疑
問
が
残
る
。
現
存
す
る
石
庵

の
漢
詩
文
は
、
吉
田
鋭
雄
が
蒐
集
し
た
も
の
を
含
め
て
も
僅
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
傾
向
を
見
る
と
、
実
際
に
は

相
当
多
数
の
詩
作
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
推
定
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
会
飲
五
友
軒
和
笠
字
」
と
題
す
る
詩
は
、

お
そ
ら
く
儒
者
同
士
が
会
合
の
席
で
作
っ
た
、
和
韻
詩
の
類
で
あ

ろ
う
。
「
題
画
」
と
題
す
る
二
首
は
、
同
好
の
士
が
描
い
た
画
に
、

乞
わ
れ
て
つ
け
た
画
賛
の
類
で
あ
ろ
う
。
「
浪
華
津
口
留
別
諸
友
」

は
、
旅
に
出
か
け
る
石
庵
が
、
見
送
り
に
き
た
友
人
達
に
贈
っ
た

詩
で
あ
る
。
当
然
、
見
送
る
側
も
送
別
の
詩
を
贈
っ
た
は
ず
で
あ

る。
石
庵
と
時
代
の
重
な
る
儒
者
達
の
詩
文
集
に
は
、
管
見
の
及
ぶ

限
り
で
は
、
例
外
な
く
こ
う
し
た
交
流
の
場
で
作
ら
れ
た
詩
が
、

多
数
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
当
時
、
こ
の
よ
う
な
場
で
詩

を
作
れ
な
い
よ
う
で
は
、
儒
者
と
し
て
す
ら
認
知
さ
れ
な
か
っ
た

は
ず
で
、
お
そ
ら
く
石
庵
も
折
に
触
れ
て
詩
作
を
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
現
存
の
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
は
、

石
庵
が
作
っ
た
詩
の
、
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
。
先
に
触
れ
た

よ
う
に
、
あ
る
時
点
ま
で
は
、
現
存
の
五
倍
以
上
の
詩
が
伝
え
ら

浪
華
客
居

乾
坤
孤
病
客

無
底
不
僑
居

劇
地
風
流
少

新
徒
朋
友
稀

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
享
保
九
の
大
火
に
よ
っ
て
、
石
庵
の

原
稿
類
が
焼
失
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
石
庵
は
享

保
十
五
年
に
六
十
六
オ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
晩
年
に
到
っ

て
、
そ
れ
ま
で
に
書
き
た
め
た
詩
文
・
稿
本
類
を
失
っ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
り
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
か
ら
、
判
断
す
べ
き

で
は
な
い
。

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
公
的
な
場
で
の
詩
よ
り
も
、
よ
り
多
く
残

っ
て
い
る
の
が
、
お
そ
ら
く
強
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
私
的

マ
マ

な
詩
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
梵
庵
前
日
之
播
摩
州
未
帰
」
と
題
す
る

詩
は
、
門
下
生
・
中
井
梵
庵
が
郷
里
・
龍
野
に
出
か
け
て
い
て
、
そ

の
帰
り
を
待
ち
佗
び
る
心
情
を
詠
じ
た
も
の
。
ま
た
、
「
夏
日
喜
雨
」

詩
は
、
熱
暑
続
き
の
と
こ
ろ
に
降
っ
た
慈
雨
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
常
の
所
感
を
表
現
し
た
も
の
は
、
詩
文
が
得
意
で

な
い
人
物
が
、
進
ん
で
作
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
私
的
な
詩
の
中
で
も
、
石
庵
の
思
想
を
探
る
上
で
、

看
過
で
き
な
い
、
次
の
詩
が
あ
る
。

浪
華
の
客
居

乾
坤
孤
病
の
客

処
る
と
こ
ろ
無
く
僑
居
も
せ
ず

劇
地
風
流
少
な
く

新
た
に
徒
れ
ば
朋
友
稀
な
り

(4) 



門
前
留
海
舶

月
下
讀
郷
書

時
復
江
河
曲

躊
躇
獨
羨
魚

門
前
に
海
舶
を
留
め

月
下
に
郷
書
を
読
む

時
に
江
河
の
曲
に
復
り

躊
躇
し
て
独
り
魚
を
羨
む

右
は
、
石
庵
が
讃
岐
か
ら
大
坂
に
出
て
き
た
時
の
作
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
詩
の
前
半
で
は
、
住
み
慣
れ
た
讃
岐
の
地
を
離

れ
た
、
石
庵
の
孤
独
な
心
境
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
劇
地
」
は
、

繁
華
で
重
要
な
土
地
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
大
坂
を
指
す
。
六
句

目
の
「
郷
書
」
は
家
書
に
同
じ
で
、
家
族
か
ら
の
手
紙
。
こ
こ
で

は
弟
・
観
瀾
か
ら
の
手
紙
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
終
句
の
「
羨

魚
」
は
、
孟
浩
然
「
臨
洞
庭
上
張
丞
相
」
詩
の
「
徒
に
魚
を
羨
む

情
有
り
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
仕
官
を
望
む
心
情
を
醤
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
石
庵
が
大
坂
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
元
禄
十
四
年

（
一
七

0
I

)

 

(注

6
)
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
観
瀾
は
徳
川
光
囲
に
仕

え
、
元
禄
十
年
か
ら
『
大
日
本
史
』
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

手
紙
に
は
恐
ら
く
、
多
忙
な
が
ら
も
充
実
し
た
生
活
の
様
子
等
が

書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
月
明
か
り
の
下
で
そ
の
手

紙
を
読
み
、
自
分
も
仕
官
し
て
、
活
躍
し
て
み
た
い
と
い
う
「
志
」

を
詠
じ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
石
庵
は
、
懐
徳
堂
官
許
の
際
、
学
主

と
な
る
こ
と
を
一
時
は
辞
退
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
隠
者
」
・
「
市

隠
」
と
評
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
詩
を
見
る
限
り
、
自
己

仕
官
を
考
え
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ

の
学
識
を
活
か
す
た
め
、

う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
詩
型
の
面
か
ら
見
て
も
、
五
言
詩
・
七
言
詩
の
他
に
、

六
言
詩
・
三
言
詩
と
い
っ
た
、
他
に
あ
ま
り
見
か
け
な
い
も
の
も
あ

り
、
漢
詩
に
よ
る
表
現
を
積
極
的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
、
石
庵

の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
萬
年
先
生
遺
稿
』
の
中
で
も
、
石
庵
の
伝
記
資
料
と
し
て
と

り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
、
竹
山
撰
の
序
文
で
あ
る
。
以
下
、
序

文
の
中
で
石
庵
の
事
跡
に
関
す
る
部
分
を
追
っ
て
み
る
。
竹
山
か

ら
見
て
、
石
庵
の
学
問
は
「
平
昔
の
独
見
、
超
詣
せ
り
。
先
賢
未

発
の
旨
を
得
る
こ
と
、
固
よ
り
枚
挙
す
可
か
ら
」
ざ
る
も
の
が
あ

っ
た
と
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
書
か
れ
た
時
期
が
春
楼
存
命
中

の
こ
と
な
の
で
、
多
少
の
誇
張
は
有
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
儒

学
者
と
し
て
の
見
識
の
高
さ
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
学
問
上

み
づ
か

の
成
果
を
「
稽
々
（
次
第
に
）
親
ら
録
」
し
た
も
の
は
、
不
幸
に

も
「
府
下
甲
辰
の
災
（
享
保
九
年
の
大
火
）
」
に
よ
っ
て
、
灰
儘
に

帰
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
「
令
嗣
春
楼
君
、
妾
羅
捜
索
す
る
こ
と

数
十
年
、
寸
蒐
尺
輯
、
始
め
て
巻
を
成
す
」
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
成
果
の
中
で
も
特
筆
に
値
す
る
の
は
、

(5) 



「
中
庸
錯
簡
の
説
」
と
「
五
行
配
当
の
非
を
斥
け
、
因
り
て
四
徳

に
信
を
加
へ
て
五
常
と
為
す
の
誤
り
を
正
す
」
説
の
二
つ
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
学
ぶ
者
始
め
て
思
．
孟
の
真
を
知
る
」
こ
と
が
で

き

た

と

い

う

。

．

右
の
内
、
所
謂
中
庸
錯
簡
説
に
つ
い
て
は
、
石
庵
の
学
説
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
き
た
。
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
〈
石
庵
の
学
問

著
述
〉
項
で
も
、
「
石
庵
の
創
見
、
後
世
に
朽
ち
ざ
る
者
一
あ
り
」

（
三
十
一
頁
）
と
あ
り
、
石
庵
の
業
績
と
し
て
中
庸
錯
簡
説
を
採

り
上
げ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
五
常
に
関
す
る
説
に
つ
い
て
、
天

囚
は
こ
の
項
で
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
天
囚
は
竹

山
の
〈
萬
年
先
生
遺
稿
序
〉
を
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
石
庵
の
五
常
説
は
、
五
井
蘭
洲
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
蘭
洲
の
『
質
疑
篇
』
に
は
、
五
常
説
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
竹
山
に
拠
れ
ば
、
「
（
蘭
洲
）
の
説
、
先
生
の
旨
と
吻
合

し
て
間
無
」
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
、
「
蓋
し
、
蘭
洲
の
学
、
家
承
に
出
づ
と
雖
も
、
夙
齢
よ
り
、
（
石

ま
じ
は

庵
）
先
生
門
徒
の
間
に
厠
れ
ば
、
則
ち
五
行
の
説
の
如
き
、
固
よ

り
已
に
其
の
緒
論
を
与
聞
」
し
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
蘭
洲
の
五
常
説
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
質
疑
篇
』
（
注
7
)

の
巻
頭
に
、
そ
の
論
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

少
々
長
い
が
、
以
下
に
全
文
を
掲
載
す
る
。

〈
泰
誓
〉
日
、
「
商
王
受
押
侮
五
常
。
」
孔
安
国
日
、
「
軽
侮

五
常
之
教
。
」
〈
舜
典
〉
、
「
慎
徽
五
典
。
」
孔
日
、
「
五
典
、
五
常

之
教
。
父
義
・
母
慈
・
兄
友
・
弟
恭
•
子
孝
。
」
又
日
、
「
五
品
不
遜
。
」

孔
日
、
「
五
品
謂
五
常
。
」
又
日
、
「
敷
五
教
在
寛
。
」
孔
日
、
「
布

五
常
之
教
。
」
〈
武
成
〉
日
、
「
重
民
五
教
。
」
『
左
氏
伝
』
載
季

文
子
日
、
「
舜
臣
尭
、
八
元
八
懐
、
使
布
五
教
干
四
方
、
父
義
・

母
慈
・
兄
友
・
弟
恭
•
子
孝
。
」
『
孟
子
』
日
、
「
使
契
為
使
徒
、
教

以
人
倫
、
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

マ
マ

朋
友
有
信
。
」
司
馬
遷
叙
〈
舜
本
紀
〉
、
亦
拠
『
左
伝
』
為
五

教
之
目
。
左
氏
多
誕
妄
不
可
拠
信
。
唯
孟
子
伝
道
尤
醇
、
去
聖

又
遁
。
当
以
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
、
為
五
品
、
親
・
義
・

別
・
叙
・
信
、
為
五
常
也
。
董
仲
舒
日
、
「
仁
・
誼
・
礼
・
智
・
信
、
五

常
之
道
、
王
者
所
当
修
飾
也
。
」
班
孟
堅
亦
言
、
「
五
常
者
何
゜

謂
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
也
。
」
蓋
子
泥
五
行
、
乃
遂
附
会
立
此
目
耳
。

非
古
義
也
。
『
関
手
子
』
有
仁
義
礼
智
信
之
目
、
然
此
書
係
偽
撰
、

亦
弗
可
従
。
（
表
記
を
常
用
漢
字
で
統
一
し
、
適
宜
記
号
を
補
っ

た。）

大
意
を
あ
げ
れ
ば
、
蘭
洲
は
『
尚
書
』
に
お
け
る
用
例
と
孔
安
国

の
注
釈
を
引
き
、
五
常

II
五
教
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
『
孟
子
』

を
引
用
し
て
、
親
・
義
・
別
・
叙
・
信
が
五
常
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
一
般
に
言
わ
れ
る
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
は
、
葉
仲
舒
が
五
行
説

(6) 



従
来
の
懐
徳
堂
学
派
研
究
で
は
、
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
（
上

巻
）
』
（
明
治
四
十
三
年
三
月
刊
）
の
記
述
が
後
世
の
研
究
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
天
囚
が
懐
徳
堂
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
を
行
っ
た
時
期
が
、
懐
徳
堂
廃
絶
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
過

し
て
居
ら
ず
、
現
在
我
々
が
目
に
出
来
な
い
資
料
や
、
懐
徳
堂
に

学
ん
だ
人
々
に
対
し
て
直
接
聞
き
取
り
調
査
が
可
能
で
あ
っ
た
こ

と
等
に
因
り
、
そ
の
記
述
内
容
に
抗
し
難
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
否
定
で
き
な
い
。

四

に
拠
っ
て
作
為
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
古
義
」
で
は
な
い
と
論
じ

て
い
る
。
今
日
か
ら
見
て
、
『
尚
書
』
の
文
献
学
上
の
問
題
は
あ
る

も
の
の
、
論
ず
る
と
こ
ろ
は
合
理
的
で
あ
る
。
蘭
洲
の
代
表
的
著

述
『
非
物
篇
』
に
見
ら
れ
る
方
法
論
と
、
基
本
的
に
一
致
す
る
も

の
だ
ろ
う
。

で
は
、
石
庵
の
五
常
説
が
、
果
た
し
て
ど
の
程
度
蘭
洲
の
も
の

と
似
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
物
が
な
い
以
上
、
断
定
は
で
き
な

い
が
、
石
庵
の
説
に
よ
っ
て
子
思
．
孟
子
の
真
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
竹
山
の
説
明
と
、
蘭
洲
の
「
古
義
」
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
懐
徳
堂
考
』
に
お
け
る
石
庵
の
評
価
は
、
以
下
に
掲

げ
る
通
り
、
実
は
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

弟
の
観
瀾
が
文
章
に
巧
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
石
庵
は
道
徳

を
以
て
勝
」
（
上
巻
十
三
頁
）
る
人
物
で
あ
り
、
「
俳
諧
を
善
く
し
」

（
同
）
、
「
鼓
を
善
く
し
、
又
謡
曲
を
好
」
（
同
三
十
三
頁
）
む
「
オ

子
風
の
人
」
（
同
）
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の
弁
舌
は
「
音
吐

朗
暢
な
ら
ず
し
て
、
口
中
糊
塗
」
（
同
二
十
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

全
く
冴
え
な
か
っ
た
た
め
、
「
経
書
の
講
説
は
、
其
の
所
長
に
非
ず
」

（
同
三
十
一
頁
）
、
「
彼
は
実
に
市
隠
な
り
。
世
其
の
栄
利
を
好
ま

こ
ろ

ざ
り
し
を
称
す
。
此
の
比
の
事
と
て
、
禄
を
求
め
ん
こ
と
難
か
ら

い
さ
ぎ
よ

ざ
り
け
ん
に
、
就
く
を
屑
し
と
せ
ず
し
て
大
阪
に
隠
遁
せ
し
」
（
同

三
十
二
頁
）
人
物
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
庵

は
道
徳
家
で
あ
り
な
が
ら
オ
子
で
も
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
口
下

手
な
隠
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
支
離

滅
裂
な
評
を
綜
合
し
て
、
そ
の
人
物
像
を
想
起
す
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

本
稿
は
、
決
し
て
天
囚
の
業
績
・
『
懐
徳
堂
考
』
が
果
た
し
た
役

割
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』

を
著
し
た
時
代
で
さ
え
も
、
石
庵
没
後
か
ら
既
に
百
年
以
上
の
隔

た
り
が
あ
る
。
右
の
よ
う
な
矛
盾
は
、
石
庵
の
名
が
揚
が
っ
て
以

降
、
そ
の
言
動
が
誇
張
さ
れ
た
り
、
甚
だ
し
い
場
合
に
は
捏
造
さ

れ
た
り
し
て
、
後
世
に
伝
わ
っ
た
こ
と
、
更
に
は
既
に
述
べ
た
よ
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従
来
、
石
庵
と
言
え
ば
、
『
論
孟
首
章
講
義
』
か
ら
窺
え
る
よ
う

な
、
庶
民
に
も
分
か
り
易
い
講
義
を
す
る
、
啓
蒙
家
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
石
庵
が

そ
れ
だ
け
の
人
物
で
あ
り
、
懐
徳
堂
が
庶
民
教
育
の
場
に
過
ぎ
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
昌
平
燥
に
次
い
で
官
許
を
得
た
こ
と
も
、
並
河

誠
所
や
五
井
蘭
洲
の
よ
う
な
第
一
級
の
儒
者
が
助
教
と
な
っ
た
こ

と
も
、
ま
た
、
中
井
梵
庵
や
富
永
仲
基
な
ど
の
人
材
を
輩
出
し
た

こ
と
も
、
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
高
弟
を
対
象

に
中
庸
錯
簡
説
や
五
常
説
を
講
義
す
る
場
が
、
設
け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
竹
山
が
評
す
る
よ
う
に
、
石
庵
は
、
儒
者
達
の
尊

結

う
に
、
資
料
的
な
限
界
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
、
春
楼
が
没
し
、
竹
山
が
学
主
に
就
任

し
て
以
降
、
懐
徳
堂
経
営
陣
か
ら
三
宅
家
の
影
は
完
全
に
消
え
て

し
ま
う
。
こ
の
時
点
で
さ
え
、
石
庵
が
没
し
て
か
ら
既
に
五
十
年

以
上
も
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
石
庵
の
馨
咳
に
接
し

た
人
物
は
、
懐
徳
堂
内
に
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
竹
山
の
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
が
未
定
稿
に
終
わ
り
、
石
庵
の

学
問
や
為
人
を
後
世
に
適
切
に
伝
え
る
試
み
は
、
そ
の
後
つ
い
に

為
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注

本
稿
で
は
、
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
を
対
象
と
し
た
検
討
に
止
ま
っ

た
が
、
今
後
は
讃
岐
や
京
・
大
坂
に
お
け
る
交
遊
関
係
を
も
視
野
に

入
れ
て
、
よ
り
綿
密
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)

同
目
録
は
、
懐
徳
堂
文
庫
電
子
図
書
目
録
(
h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
 t
o
k
u
d
o
.
 

j
p
/
)

と
題
し
て
、

W
e
b
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
。
同
書
は
全
六
冊
か
ら
な
る
。
各
冊
末

尾
の
識
語
か
ら
、
一

S
三
冊
目
は
五
井
持
軒
の
、
六
冊
目
は
三
宅
石

庵
の
講
義
を
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同
書

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四

十
二
巻
ー
ニ
（
平
成
十
四
年
三
月
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
)

他
に
「
天
生
寄
進
」
の
印
が
あ
り
、
こ
の
資
料
が
中
井
家
伝
来
の

資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

(
4
)

本
稿
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
紗
本
に
拠
っ
た
。
同
書
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。

兄
時
在
江
戸
、
元
禄
甲
戌
乙
亥
両
年
之
作

(
5
)

以
下
、
詩
の
引
用
は
①
の
『
萬
年
先
生
遺
稿
』
に
拠
る
。

崇
を
得
る
に
足
る
、
高
い
見
識
を
有
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

;？ 

(8) 



(
6
)

石
庵
来
坂
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
三
年
説
を
採
用
し
て
い

る
場
合
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
櫻
井
武
次
郎
の
説
に
従
っ
た
。

(
7
)
大
阪
文
淵
堂
等
刊
本
に
拠
る
。
蘭
洲
の
著
述
は
竹
山
•
履
軒
兄
弟
の

校
訂
を
経
て
後
、
刊
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
本
稿
引
用
箇
所
も
、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
（
紗
本
）
と
で
は

異
同
が
あ
る
。
な
お
、
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
竹
山
•
履
軒
兄
弟
が
『
質

疑
篇
』
上
梓
に
先
立
ち
、
遺
稿
の
推
敲
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
、

『
質
疑
疑
文
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
質
疑
篇
』
刊
行
に
到
る
過
程

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

(9) 




